
【福島地区・今町】川井富士男さん撮影　　「漂うけあらしに差す朝日」
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載
す
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真
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て
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ま
す
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ま
ち
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魅
力
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発
見
で
き
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写
真
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応
募
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待
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い
ま
す
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　私たちの暮らす串間市は、太平洋に面し山々に囲まれている自然豊かな土地です。現代でこそ私たちはどこに住んでい
ても新鮮な魚や肉、野菜を食べることができますが、昔の人々はそうではありませんでした。同じ時代であっても、住む
場所によって、食べるものや器の模様までさまざまな特色があります。私たちの先祖はどのように暮らしていたのでしょ
うか。今回は、日本の歴史の中で１万年以上も続き、およそ2300年前に終わったとされる縄文時代の２つの遺跡を紹介し、
海と山の暮らしの違いを一緒に学んでみましょう。

　以上、下弓田と三幸ヶ野の遺跡から、同じ時代の遺跡であっても人々の営みは山や海によって特色があり、当時の人々
がその環境に適応して生活していたことが分かりました。また、串間独自の自然を活用して作られた土器だけでなく漁業
用具や木の実加工道具など、私たちの先祖の生活について今を生きる私たちに伝えてくれます。

縄文時代の暮らし
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ポイント
　土器は、食事用の食器から貯蔵用の保存容器、さらにはお墓用の棺や副葬品などなど、生活に密着した代表的なモノのひとつ
です。日本列島のほぼ全域で作られており、時代はもちろんのこと、その土地の気候や生活、社会の変化に影響されて、形や模様、
大きさ、作り方など、さまざまに変化します。考古学では土器の形や特徴を基に、時代を判別する「ものさし」となっています。
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下
弓
田
遺
跡
は
、
大
字
南
方
字
狐
塚
に
位
置
す
る
、
県
に
指
定
さ
れ
て
い
る

串
間
市
を
代
表
す
る
縄
文
時
代
後
期
の
遺
跡
で
す
。
約
３
千
～
４
千
年
前
ご
ろ

の
福
島
平
野
は
、
満
潮
時
に
湖
と
な
っ
て
干
潮
時
は
干
潟
が
現
れ
る
と
い
っ
た

地
形
環
境
に
あ
り
、
下
弓
田
遺
跡
は
湖
の
ほ
と
り
の
砂
丘
上
に
営
ま
れ
た
集
落

で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
昭
和
時
代
に
県
に
よ
っ
て
発
掘
調
査
が
行
わ
れ

た
と
こ
ろ
、
住
居
跡
が
確
認
さ
れ
、
竪た
て
穴あ
な
住
居
跡（
地
面
に
穴
を
掘
っ
て
柱
を
建

て
、
そ
の
上
に
屋
根
を
作
る
半
地
下
式
の
住
居
）の
内
部
に
は
炉ろ（
火
を
使
う
設

備
。
台
所
の
よ
う
な
も
の
）も
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
出
土
し
た
遺
物
は
、石せ
き
鏃ぞ
く（
石

の
矢
じ
り
、
狩
猟
・
戦
闘
具
）や
石い
し

匙さ
じ（

ナ
イ
フ
）、
磨す
り

石い
し・

石い
し

皿ざ
ら（

食
物
を
練
っ
た

り
す
り
つ
ぶ
し
た
り
す
る
調
理
道
具
）、石せ
き
斧ふ（
斧
や
土
堀
り
用
の
道
具
）、石せ
き
錘す
い（
漁

業
用
の
お
も
り
）な
ど
、
生
活
や
生
産
に
必
要
な
道
具
が
そ
ろ
っ
て
出
土
し
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
出
土
し
た
土
器
は
、
遺
跡
の
名
前
か
ら「
下し
も
弓ゆ
み
田た

式し
き
土ど

器き

」と
名

付
け
ら
れ
て
お
り
、
巻
貝
や
二
枚
貝
な
ど
貝
殻
を
使
っ
た
模
様
が
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
下
弓
田
独
自
の
土
器
は
、
海
に
近
い
下
弓
田
に
住
ん
で
い
た
当
時
の
人
々

な
ら
で
は
の
特
色
が
表
れ
た
土
器
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

三み

幸こ
う
ヶが

野の

遺い

跡せ
き

　
一
方
、
山
間
部
に
位
置
す
る
下
弓
田
遺
跡
と
同
じ
縄
文
時
代
後
期
の
三
幸
ヶ

野
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
遺
物
は
、
下
弓
田
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
遺
物
と
は
様
子

が
違
い
ま
す
。
平
成
３（
１
９
９
１
）年
に
串
間
市
に
よ
っ
て
発
掘
調
査
が
行
わ

れ
た
と
き
に
は
サ
ツ
マ
イ
モ
畑
で
し
た
が
、
そ
の
地
中
約
１
メ
ー
ト
ル
下
か
ら

竪
穴
住
居
跡
や
土
器
、
そ
し
て
50
を
超
え
る
た
く
さ
ん
の
磨す

り
石い
し

・
石い
し

皿ざ
ら

が
出
土

し
ま
し
た
。
こ
の
磨
石・石
皿
は
、
木
の
実
な
ど
を
加
工
す
る
た
め
の
道
具
で
す
。

そ
の
た
め
、
山
の
幸
の
収
穫
を
行
っ
て
い
た
人
々
が
住
ん
で
い
た
と
い
う
こ
と

が
分
か
り
ま
す
。
こ
の
遺
跡
か
ら
は
縄
文
時
代
以
降
の
遺
物
は
発
見
さ
れ
て
お

ら
ず
、
こ
の
こ
と
は
当
時
の
自
然
環
境
の
変
化
が
大
き
く
関
わ
っ
て
い
る
と
思

わ
れ
ま
す
。
実
は
、
約
２
５
０
０
年
前
の
縄
文
時
代
の
終
わ
り
ご
ろ
は
大
き
く

気
候
が
変
わ
っ
た
時
期
で
あ
り
、
日
本
を
含
み
世
界
的
に
気
候
が
寒
く
な
り
ま

し
た
。
自
然
環
境
が
変
化
し
た
こ
と
に
よ
り
、
木
の
実
な
ど
の
食
料
が
と
れ
な

く
な
っ
た
こ
と
で
縄
文
時
代
の
三
幸
ヶ
野
の
人
た
ち
は
い
な
く
な
り
、
後
の
時

代
に
人
が
ま
た
移
り
住
ん
で
き
た
際
に
、
そ
の
一
帯
が
耕
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
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